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令和５年度第１回 孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり審議会・議事録 

・日時 2023（令和５）年４月 10 日（月）午後２時～ 

・場所 鳥取県立図書館 ２階 大研修室（鳥取市尚徳町 101）、オンラインを併用 

 

１ 出席委員（全員出席、18 人中、会場参加 16 人、オンライン参加 2 人） 

（１）会場参加 

遠藤 明子 委員（虹の会（不登校や障害・ひきこもりの親の会） 代表） 

大谷 喜博 委員（（一社）鳥取県手をつなぐ育成会 会長） 

伊井野 一郎 委員（鳥取県重症心身障害児(者)を守る会 会長） 

藤田 和子 委員（（一社）日本認知症本人ワーキンググループ 代表理事） 

山中 千容子 委員（（一社）日本 ALS協会県支部 幹事） 

DAICHI 委員（（大）鳥取大学 学生） 

福島 史子 委員（鳥取県いじめ･不登校総合対策センター スクールソーシャルワーカー

スーパーバイザー） 

平井 和惠 委員（（一社）鳥取県助産師会 会長） 

手嶋 恒久 委員（男性介護者ネットワーク鳥取県 代表） 

岩岸 直美 委員（県依存症支援拠点機関・渡辺病院 精神保健福祉士） 

坪倉 孔喜 委員（（社福）日南福祉会理事長） 

青木 淳英 委員（（学法）藤田学院鳥取短期大学 准教授） 

髙垣 智恵子 委員（智頭町福祉課 参事（福祉事務所）） 

池田 伸夫 委員（北栄町地域包括支援センター センター長） 

西井 通 委員（鳥取県民生児童委員協議会 理事） 

中山 孝一 委員（鳥取県商工会議所連合会 幹事長） 
 

（２）オンライン参加 

朝倉 香織 委員（（社福）鳥取県社会福祉協議会 事務局長） 

寺田 真里 委員（日本労働組合総連合会鳥取県連合会 副事務局長） 

 

２ 事務局 

（１）会場参加 

  中西 眞司（鳥取県福祉保健部 部長） 

    松本 秀樹（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局 副局長 兼 福祉保健課長） 

    八本 晃一（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局福祉保健課地域福祉推進室 室長） 

    森 直樹（鳥取県子育て・人材局家庭支援課 課長補佐） 

    三浦 敏樹（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局福祉保健課地域福祉推進室 課長補佐） 
 

（２）オンライン参加 

    小椋 誠（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局長寿社会課 課長、どりねこプロジェクト

代表） 

 

３ 審議会での決定内容、主な意見 

（１）審議会の運営関係 

   ・新たに審議会の運営規程を制定した。 

・委員の互選で委員長に青木委員（鳥取短期大学准教授）、委員長の指名で副委員長に大谷
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委員（鳥取県手をつなぐ育成会会長）を選任した。 

・委員（手嶋委員）から委員以外の参加について質問があり、事務局より、議決には参加

しないものの、オブザーバーとして傍聴やご意見をいただくことは可能と回答した。 

・委員（平井委員）から日程を 1 か月・2 か月前に決めていただくと万難を排して参加し

たいと意見が出され、事務局から日程調整を余裕を持って動きたいと回答した。 
 

（２）条例の制定を受けた事業の検討状況 

   事務局の説明を受けて委員から質問や意見が出され、事務局が回答して、審議会として確

認した。 

   ・委員（平井委員）から子育て世帯訪問支援臨時特例事業について、①既存事業との兼ね

合い、②実施予定の市町村、③財源について質問があり、事務局から①既存事業をまず

活用し、既存事業がない場合にこの事業でカバーする、②現在は資料記載の 5 市町で実

施予定だが、担当部局で他の市町村に働き掛けを行っている、③財源は国 1/2、県 1/4、

市町村 1/4 と回答した。 

   ・委員（大谷委員）から制度・事業はあるが実際にサービスを提供する場所・事業者がな

いことも多く、その部分に対しても充実を図っていただきたいとの意見があり、事務局

から制度はあるが利用できない状態にある地域や種類について引き続き充実に努めたい

と回答した。 

   ・委員（手嶋委員）から、障がい者の事業や介護保険を一緒にしてワンストップのサービ

スが提供できないかとの意見があり、事務局から事業制度を点検したいと回答した。 

   ・委員（遠藤委員）から、生まれた市町村や住んでいる市町村で差が出ないよう、総ての

市町村で事業に取り組むようにすべきとの意見があり、事務局から、地域差が出ないよ

うな事業の建て付け、取り組みをしていきたいと回答した。 

   ・委員（伊井野委員）から、支援機関の連携強化のための情報共有はハードルが高いが、

そこを乗り越えなければ地域の方との連携ができないので、それができたら、との意見

があり、事務局から、委員の皆さんとも意見交換しながら情報の扱いを考えたいと回答

した。 

   ・委員（福嶋委員）から、社会福祉士会で条例の研修会を開き、①具体的な事案を発見し

た場合にどこに繋ぐかが明確であることが必要、②繋いだ先はコーディネート力が必要

で力量ある職員を育てていくことが必要との意見が挙げられたと紹介があり、県内では

福祉専門職を配置していない自治体もある中で、具体的な研修をどう組んで行くのかと

質問があり、事務局より、広く参加いただける研修でコーディネートの能力を図りたい

と回答した。委員からは、誰でも参加できる研修は周知や啓発であり、支援機関のコー

ディネーの力が要となると指摘があった。 

・委員（朝倉委員）から、①県は、実施しようとする市町村の支援より、市町村が実施に向

けて動き出す支援を行うことが大事、②現状や課題把握にはアウトリーチが必要で、各

課で把握した内容を県庁内で共有することが必要、③市町村と県で課題がまだあるので

はと考えるベースを一緒に作っていただきたいと意見があり、事務局より関係部局と連

携しながら現状把握、情報共有の取り組みを充実させたいと回答するとともに、条例の

制定時に議会から市町村の理解をいただき条例が機能するようにとの意見をいただいて

おり、市町村とコミュニケーションをとりながら進めたい、アイデア段階であるが研修

の認定制度も考えていると回答した。 

・委員（藤田委員）から、①事業を行って孤独・孤立を感じる人が減ったか当事者の意見
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を聴く場が必要との意見、②ピアサポート事業は市町村と県がそれぞれ行うのか連携が

出来るのかとの質問があり、事務局から①事業の検証見直しで声を聞く機会を工夫した

い、②ピアサポートは市町村の取り組みに差があるので活動を支援したいと回答した。 

・委員（手嶋委員）から患者会のピアサポートには支援がないとの意見があり、事務局か

らアイデア段階だが包括的な支援制度を作りたいと回答した。 

・委員（手嶋委員）から、患者会で同じ病気の人の繋がりは心を開くまでの時間が早いが、

相談にあたる専門職は 5 年に 1 回替わり（注：有期雇用のため）、その待遇改善（注：審

議会前の質問では 10 年に延長）が秘密を隠したい人に手を差し伸べることになるので

はとの意見が出され、事務局から関係課とどういう取り組みが出来るかしっかり考えた

いと回答した。 

・委員（DAICHI 委員）から、ヤングケアラー同士のＳＮＳ上のコミュニティは既にあり、

管理や周知の活動が大切との意見があり、事務局から、広報はホームページとマスコミ

への資料提供を考えておりこれから検討したい、有益な情報の提供や不適切なやりとり

がないように管理人を配置する予定と回答した。 

・委員（伊井野委員）から、ピアサポートは同じ悩みを持つ物同士の集まりだけでなく、

地域で暮らしていくために力になるピアを探す活動にも取り組んでおり、その重要性を

受け止めてもらいたいとの意見が出された。 

・委員（遠藤委員）から、①ひきこもりのピアサポートは手弁当であり、米子では社会福

祉法人の社会貢献活動で居場所を借りている、②倉吉と鳥取の会は主に活動していた人

が体調不良で活動が休止している、③支援をして上げたいこととして欲しいことに差が

ある場合もあり、特にひきこもりの当事者にはその状態が安定している状態のこともあ

るので、本人や経験者の声を聞いて欲しい、④相談するには勇気がいるので相談に来た

人を傷つけず受け止めることを学ぶ研修をしてもらえばありがたい、との意見があり、

事務局からお話を聞いてしっかり取り組みたいと回答した。 

・委員（髙垣委員）から、①重層的支援体制整備事業にのっていない市町村には体制がと

れなかったり委託先がないなどの事情がある場合もあり、思いを持つ市町村が落ちない

ようにとの意見と、②アウトリーチの訪問事業で何回かの訪問で秘密を打ち明けられる

ような緩く長く繋がる関係づくり他出来るようになったと報告があった。 

・委員（大谷委員）から、困っているものの解決のために団体が出来たため会員が減少が

しているが、現在でも難しい相談を受けることもあり、市町村の窓口や障がい者支援担

当者に相談があった場合に、団体のことを紹介してもらいたいとの意見があった。 
 

（３）報告事項 とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

   事務局の説明を受けて委員から質問や意見が出され、事務局が回答して、審議会として確

認した。 

   ・委員（藤田委員）から、プラットフォームと審議会の関係や情報提供について質問があ

り、連動すべきとの意見が出され、事務局から、プラットフォームは取り組みを進める

もので審議会は意見を伺う場であり設置の趣旨や目的は違うが、プラットフォームでの

意見を審議会で考えることも想定され、進め方を上手にしていきたいと回答した。 
 

（４）その他 バッジ・リボン 

   ・委員（福嶋委員）から、あいサポートバッジやオレンジリボンのように意識しやすい、

ものを作っていただけたらうれしいとの意見が出された。 
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４ 議事録 

 

１ 開会 

松本 副局長 兼 福祉保健課長（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局福祉保健課）／ 

それでは、定刻になりましたので、ただいまから、孤独・孤立を防ぐ、温もりのある支え愛社

会づくり審議会を開催いたします。 

最初に県の福祉保健部長・中西よりご挨拶申し上げます。 

 

中西 部長（鳥取県福祉保健部）／ 

失礼いたします。県の福祉保健部長の中西と申します。 

本日は第 1 回、孤独・孤立を防ぐ温もりある社会づくり、温もりのある支え愛社会づくり審議

会を開催いたしましたところ、大変ご多忙のところご参加をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

また、皆様におかれましては、このたび、委員の大役をお引き受けいただきましたこと、改め

て御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

皆様ご承知の通りでございますけれども、家族、核家族化の進行、都市化の進展、また社会の

高度化複雑化等によりまして、家庭を取り巻く環境は大きく変化をしておりまして、典型的には

ヤングケアラーですとか、老老介護、8050 問題、といったような課題が現在クローズアップをさ

れております。 

こういった課題を取り扱う条例を検討するため、昨年度、家庭支援研究会を立ち上げました。 

研究会に参加をしていただいた、皆様本日多く、この審議会にもご参加をいただいております

けれども、6 回にわたる研究会を重ねまして、そして議会でも議論をいただきまして、孤独・孤立

を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり条例として、昨年 12 月に制定をされまして、本年の 1 月 1

日から施行されました。こういったことでございます。 

研究会では、様々なご意見をちょうだいいたしまして、当初研究をスタートしましたときより

も、非常に幅広く、地域全体で孤独・孤立を防いでいくための導きとなるような条例を、にして

いただいたというふうに思っております。 

ただ、条例ができただけでは、目的を達成するということには繋がりませんので、具体的な施

策は今後重要であります。本審議会では、施策の実施状況、点検を行うとともに、推進のための

審議、調査審議を行うとして、設置をさせていただいたものでございます。 

条例はまだスタートしたばかりでございますし、また孤独・孤立を防ぐ温もりある社会づくり

に終着点というものは、もしかするとないかもしれませんけれども、常に施策を前進させるため

に、そしてその姿に近づけていくために、皆様のご協力をお願いしたいと思います。 

本日は限られた時間ではございますけれども、ご意見を賜りますことを重ねてお願いを申し上

げまして、開会にあたっての挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

松本 副局長／ 

ありがとうございました。 

本日、この県立図書館の会場に 16 人、オンラインでお 2 人のご参加をいただいております。本

日は最初の審議会ですので、ご出席いただいている委員の方からお名前、所属団体等を伝えいた

だければと思います。 

それと資料 1 の名簿の順番でお願いしたいと思います。事務局よりお名前申し上げますので、
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続いて、お名前と所属団体、一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

八本 室長（鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局福祉保健課地域福祉推進室）／ 

それでは資料 1 の名簿の順番でお名前の方、読み上げさせていただきますので、一言ずつ、よ

ろしくお願いいたします。一番最初の遠藤委員様、よろしくお願いします。 

 

遠藤 委員（虹の会（不登校や障害・ひきこもりの親の会） 代表）／ 

では失礼します。琴浦町で「虹の会」という不登校や障害、ひここもりの親の会をしています

遠藤といいます。 

倉吉の発達障がい親の会、保護者のピアサポートの会さんと一緒に、去年の 7 月に居場所をつ

くりました。ＮＰＯ法人ピアサポートつむぎというＮＰＯ法人を作りまして、そこで今活動もし

ております。よろしくお願いします。 

 

八本 室長／ 

では続きまして、大谷委員様、お願いいたします。 

 

大谷 委員（鳥取県てをつなぐ育成会会長）／ 

皆様お世話になります育成会の大谷です。よろしくお願いしたいと思います。 

うちの子は知的障がいということで、本来ですと、本人が何でも決めていくのが本筋ではござ

いますけども、なかなか障がいの関係上、親が支援に当たってるという団体です。 

今後とも本当にいろんな面で皆さん方と協力して、1 人でも多く、悔いのない時間を過ごせれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

 伊井野委員様、お願いいたします。 

 

伊井野 委員（鳥取県重症心身障害児(者)を守る会会長）／ 

本日はお世話になります。鳥取県重症心身障害児(者)を守る会の伊井野といいます。 

私たち最も重い重障児、それから、特に最近なんですが在宅で暮らしてるこの重障児、の親達、

それから医療的ケアなどというところもありまして、そういった方と手をつなぎ合わせて、何と

か地域で暮らしていくためにということで、今頑張っております。 

ただ本当に重症心身障がい児者ということを、周知がなかなかされてないんですが、ぜひこう

いった向こうにある支えあいが広がってですね、少しでも温かい、手が繋がれるような気持ちに、

それと皆さんの温かいご支援をいただけるような、形のものの条例になっていくことを願って、

今日、参加させていただいております。 

どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

藤田委員様お願いします。 

 

藤田 委員／（（一社）日本認知症本人ワーキンググループ 代表理事） 

 

 日本認知症本人ワーキンググループの代表理事をしております、藤田和子です。事務局は東京



6 

 

なんですけれども、私は鳥取に住んでいますので、認知症のある本人として、鳥取で活動を展開

してます。 

 認知症のある人たちが、出会う、つながる、社会参加が出来るように、鳥取でもタウンミーテ

ィングとか、ピアサポート活動とか、しています。 

 たくさんの人たちが、本当に本人さんたちが、色んな方と出会って社会参加ができるように、

鳥取県も充実して、活動が充実していきたいなと、思っています。よろしくお願いします。 

 

八本 室長／ 

山中委員様、お願いいたします。 

 

山中 委員（（一社）日本ＡＬＳ協会鳥取県支部 幹事）／ 

皆さまこんにちは。日本社団法人、あ、一般社団法人日本ＡＬＳ協会の鳥取県支部幹事をして

おります山中と申します。私のほう、昨年度から参加をさせていただいております。難病の方で、

パソコンをしながらのウェブでの会議参加というのがなかなか難しい状態にあります。そういっ

た中で、私も支援者の一人として、会長さんのケアマネージャーをしておりまして、会長さんの

声の代弁をして行きつつ、難病の方が、自宅で暮らすような制度が充実して声が届くような、審

議会の力づくりになれたらなと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

DAICHI 委員様、お願いいたします。 

 

DAICHI 委員（ヤングケアラー、鳥取大学）／ 

 皆さんこんにちは。本日はよろしくお願いいたします。鳥取大学工学部 4 年の DAICHI と申し

ます。 

自分はヤングケアラーということで、大学在学中に母の介護に携わりまして、そこからの色々

縁があって、ヤングケアラーの方の対応を今しております。昨年度は 1 年間、オンラインサロン

という形でヤングケアラーの支援に関わってきました。ヤングケアラーは今おっしゃられたとお

り、ピックアップされていて、様々な問題があると考えております。これらの問題に、解決でき

るよう平和な時代に早くできるよう、ご協力をさせていただきたいと考えております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

福島委員様お願いします。 

 

福島 委員（鳥取県教育委員会いじめ・不登校総合対策センター スクールソーシャルワーカー ス

パーバイザー）／ 

皆さまこんにちは。鳥取県教育委員会いじめ・不登校総合対策センターでスクールソーシャル

ワーカーのスーパーバイザーをしております。今年で８年目になります。それ以前は市町村、う

ちょうと、それから県立高等学校でスクールソーシャルワーカーをしておりました。それ以前は

市町村で相談業務をしておりましたので、一応立場としては 0 歳から 18 歳、高校卒業、なると、

もっと年齢が上となるお子さんもいらっしゃいますが、その方達の対応を教育委員会の、考えて

いる部署の立場にいる職員です。 

いじめ・不登校総合対策センターは、いじめと不登校だけに関わるのではありません。子ども
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が関わるあらゆる問題、あるいは「子どもがこうしていったら、きっと楽だろうな」ということ

を考えるセンターです。 

小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、すべての校種にまたがりますので、教育委員会と

して出来ることを、知事部局の家庭支援課さんと一緒に考えていく、こういったところもして行

こうと考えているところです。本日はよろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

平井委員様、お願いいたします。 

 

平井 委員（鳥取県助産師会 会長）／ 

皆さんこんにちは。鳥取県助産師会の平井と申します。どうぞよろしくお願いします。 

助産師の職能団体ですので、妊娠中から産後のお母さん達といううのが中心になりますけれど

も、人生の初めのその誕生のところで、まずは孤独・孤立を、孤独を防ぐっていうことが本当に

大事な話だと思います。お母さん達にも本当に一人で頑張っている、「ワンオペ育児」などという

言葉もありまして、そういったところも、これ、躓きのような所を全くなくして、そして一生を、

赤ちゃんが大きくなってからも、またネットワークを作れる子ども達になっていくというところ

も、お手伝いしたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

手嶋委員様、お願いいたします。 

 

手嶋 委員（男性介護者ネットワーク 鳥取県 代表）／ 

すいません。男性介護者ネットワーク鳥取の、から参りました、手嶋恒久と申します。よろし

くお願いいたします。 

高齢者の老老介護、それから認知症、私は男性介護の道に入りましたのは、認知症ではないん

ですけど、まあ他の病気の関係で、ちょっと御意見を言わしていただきたいと思います。 

専門職ではないので、今でも別の介護とか全然全く違う会社で働いております。まあ、ちょっ

と、専門的なところは解らないんですけど、参考になる意見が合ったらお話ししたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

岩岸委員様、お願いいたします。 

 

岩岸 委員（県依存症支援拠点機関・渡辺病院 精神保健福祉士）／ 

こんにちは。鳥取県東部にあります。渡辺病院で、渡辺病院の診療連携課というところでソー

シャルワーカーをしております、岩岸直美と申します。 

 私の方は、依存症支援拠点機関のコーディネーターのほうもさせていただいておりまして、薬

物であったりとか、アルコール依存症の方、ギャンブル依存症の方、今あのインターネットとか、

便利なんですけどもね、インターネットとかゲーム依存の方、とても孤独になりやすいという状

況は見受けられます。そういった方々の声を是非、この会に反映させていただけたらと思いまし

て、今回参加させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 
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坪倉委員様お願いいたします。 

 

坪倉 委員（（社福）日南福祉会 理事長）／ 

日南福祉会・理事長をやっております、坪倉と申します。私のほうの法人ではですね、空いて

いる部屋、18 床、ちょっと使っていないのがありましたんで、一昨年から、冬期入所ということ

で、老人、ひとりの、おひとりに住んでるおられる方ですね、そういった方に入ってもらって、

冬季の間、またはそのまま続けて 1 年中入っておられるかたもございますけれども、そういう形

でまあ老人の方をですね、お年寄りの方は雪かきなんか大変困られますんでですね、そういうと

ころで、対応をまあやっております。 

 それからあと、施設内で保育園を持っておりまして、平日は幼稚園という幼稚園保育園をやっ

て、町の施設でやってありますけど、土曜日だったらやっているところはありませんので、土曜

日を中心に、町内のを希望される方を受け入れて、お子さん達を受け入れております、そういう

ような状況でございます。私もよくわかりませんけども、よろしくお願いしたいと思います。 

 

八本 室長／ 

ではちょっと、名簿の順番ちょっと飛びますが、髙垣委員様、お願いいたします。 

 

髙垣 委員（智頭町福祉課）／ 

失礼いたします。市町村のほう、福祉ということで智頭町から来させていただきました。髙垣

千恵子と申します、よろしくお願いいたします。 

私は普段福祉事務所が平成 23 年（注：2011 年）からできまして、その当初からですね、福祉

事務所の方に在席させていただいております。令和 4 年度からは重層的支援体制整備事業の方を

始めておりまして、その事業になって、まだまだ自分が知らないこともたくさんありましたし、

実際在宅で困ってらっしゃる方がたくさんいるっていうことも、わかってきている状況ですそん

な中で、この会議の中でいろいろ勉強させていただいたり、逆に現状ですとかそういったことも

お伝えできたらと思います。 

 

八本 室長／ 

池田委員様お願いいたします。 

 

池田 委員（北栄町地域包括支援センター 所長）／ 

失礼します、北栄町地域包括支援センターの池田と申します。私は市町村の介護ということで、

行政の直営の地域包括支援センターで仕事をさせていただいております。日々ですね、介護の問

題であるとか、老老介護、そういったケースについて、包括支援センター内、もしくは地域のケ

アマネージャーさんと一緒にいろいろ検討しながら業務を行っております。 

智頭町と同じくですね、本町についても重層的支援体制整備事業ということで行っておりまし

て、障がい、分野の職員だとか、困窮分野の職員だとか子育て分野の職員と一緒に訪問したりと

か、そういったケースも多々ありますので、そういうふうな対応をさせてもらっております。 

私、この委員会、勉強もありますし、北栄町でやってることをもし持ち帰り参考にすることが

あればということで、参加させてもらいました。よろしくお願いします。 

 

八本 室長／ 

すいません。朝倉委員様、音声はこちらの方は聞こえてるんですかね。 
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はい。 

お声の方が、こちらの方に、 

はい、一言ご挨拶の方お願いできればと思いますけど。 

ちょっと音声が届かないようでございましてですね、申し訳ございません、こちらの方が聞こ

えとるんですよね。 

ちょっとすいません、音声の方が調子が悪いみたいですいませんちょっと。またちょっと後程

調整をさせていただければと思います。大変申し訳ありません。 

ちょっと朝倉委員ちょっとお名前飛ばさせていただいて、西井委員様、お願いいたします。 

 

西井 委員（鳥取県民生児童委員協議会 理事）／ 

失礼いたします。鳥取県の民生児童委員協議会の方から参加させていただいております。西井

通と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

日頃は、米子市の民生児童委員協議会の代表として活動しております。この審議会では、人と

人の絆づくりについて、考えていければいいなと思っております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

八本 室長／ 

中山委員様、お願いいたします。 

 

中山 委員（鳥取商工会議所連合会幹事長）／ 

皆さんこんにちは。鳥取県商工会議所連合会の中山といいます。よろしくお願いします。 

商工会連合会というような県内に 4 つの商工会議所がありまして、その連合組織ということで

ございます。今回冊数参加させていただいたのは温もりのある支え愛の社会づくり、この社会づ

くりの中にですね、一つはこの我々の関係する職場での時間の過ごし方というか、暮らし方みた

いなところが関係し、と思いますので、また、いろいろ勉強させていただきながらこういう社会

が実現するように努力してもらいたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

寺田委員様、お願いできますでしょうか。 

ちょっとやはりこちらの関係かも知れませんが、ちょっとお声が届かないようでございまして

ですね大変申しわけございません、日本労働組合総連合会鳥取県連合会の副事務長、結局事務局

長でいらっしゃいます、寺田委員様。 

それからちょっとすいません。 

同じく音声の方が、いろいろ調子悪いっていうことで、お声の方が、こちらに聞こえておりませ

んが鳥取県社会福祉協議会の朝倉部長様。この度、事務局長になられたのですね。ということで、

よろしくお願いいたします。 

え、ちょっと最後の方になってしまいましたけども。青木委員様、よろしくお願いいたします。 

 

青木 委員（鳥取短期大学准教授）／ 

皆さんこんにちは、初めまして。鳥取短期大学の青木と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

私は地域福祉を専門に研究をしておりまして、地域の皆さんの活動を、どうすれば進めていけ

るのかっていうようなところを中心にやっております。 
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併せて、市町村の各種の福祉計画の策定であるとか、社会福祉協議会の活動計画の策定なんか

に参加をさせていただきながら、行政の側とそれからまぁ民間というか、の皆さんの活動がうま

く重なるようにですね、それをどうすればいいのかなっていうようなことを今、最近は考えてお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

松本 副局長／ 

皆様ありがとうございました。途中音声等、聞こえなくなって大変申し訳ございません。では

次に進めたいと思います。 

 

２ 審議事項 

（１）運営規程の制定 

松本 副局長／ 

それでは続きまして、審議事項に入りますが、その前に、この審議会の根拠となります、鳥取

県孤独、孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくりの推進条例につきまして事務局よりご説明さ

せていただきます。 

 

八本 室長／ 

はい。失礼します。お手元の方にも資料 3 と右肩に書いてあるものを、ご用意いただきたいと

思います。 

冒頭の方で部長の方から、この条例の検討の背景、経緯、そういったところは、お話の方もご

ざいましたので、その辺りはちょっと割愛のほうさせていただきます。 

ただ昨年 5 月に条例の研究会っていうのを立ち上げさせていただきまして、6 回に渡ります会

議を開催させていただきましたり、あるいは各関係機関団体の方との意見交換をさせていただき

ましたし、あるいは当事者の支援の団体の方へのアンケートであったり、或いは家族や援助の状

況希望などを当事者の方から聞き取るといったような委託調査のほうをさせていただいたり、そ

れから市町村のそれぞれ担当課の方との意見交換等々を重ねて参りまして、そういったお声を反

映させていただいた中で、この条例のほうを策定させていただいたということでございます。で、

本年 1 月 1 日に施行ということでございます。 

資料のほうでございますけども、書かせていただいてる通り、ヤングケアラー、老老介護、8050

といった課題に対しまして、地域の絆を活かし、対策を行って、孤独・孤立を防いで、誰 1 人取

り残さない社会づくりを目指すといった条例でございます。昨年の 12 月議会で可決されまして、

先ほどの話で 1 月 1 日に施行をさせていただいております。 

条例のほうに県、市町村、関係団体、こういったところの役割を規定させていただくとともに、

支援が届いていない方の発見、或いは支援会への繋ぎといったネットワークによる取り組み、そ

れからその強化。 

或いは個人情報の活用と保護。例えば縦割りではなくて、包括的に支援する市町村の体制整備

であったり、制度の創設等による狭間の方への対応。支援や相談等を担う人材の育成確保。それ

から、延長する人、援助を受ける人。それぞれ共通する支援施策について、県と市町村が連携協

力して取り組む内容を、条例のほうで別表の形で、規定させているということの構成になってご

ざいます。 

後ろの方には条例の方の、全文をつけさせていただいております。こちらの方の説明のほうは

ちょっと省略させていただきますが、その下のほうのスライドのほうに県市町村の取り組みとい

うふうに書かせております、書かさせていただいておりますが、これにつきましても審議事項の
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（3）に、関連する内容でございますので、ここでの説明のほうは割愛させていただきます。 

また以後でございますけども、条例のことについては以上でございます。 

 

松本 副局長／ 

ただ今の条例の説明につきまして、何かご質問等ございますでしょうか。 

ではよろしければ、次に下に沿って進めさせていただきます。 

では続きまして審議事項の 1、運営規定の制定に入りたいと思います。事務局より提案いたし

ます。 

 

八本 室長／ 

すいません資料が戻る形になりますけども、資料の 2 というものを、ご準備いただければと思

います。孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり審議会の運営規程、案ということでご

ざいます。 

こちらのつき方につきましてでございますけども、第 1 条の目的の方でございますけども、鳥

取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例第 14 条第 7 項、下のほうに参考と

してですね、参考 1 のところに、条文の抜粋をつけさせていただいておりますけれども、この規

定に基づきまして、孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり審議会の運営に関しまして、

必要事項を定めることを目的とするということにしております。 

第 2 条でございます。この審議会に委員の互選による委員長 1 人を置くということでございま

して、2 項では、委員長は、審議会を進行する。 

第 3 条でございます。審議会に、委員長の指名による副委員長を置くということでございます。 

2 項でございますが、委員長に事故があるときは副院長がその職務を行うということでござい

ます。 

第 4 条でございます。この審議会は、委員長が招集する。 

第 2 項、審議会の委員でございますけれども、必要と認めるときは、委員長に審議会の招集を

求めることができる。 

第 3 項でございます。福祉保健部長は委員長に審議会の招集を求めることができる。 

会の庶務でございますが第 4 条、会の庶務は福祉保健部ささえあい福祉局福祉保健課、のほう

で行うということでございます。 

附則といたしましてこの規定は、ご承認いただいた日から施行というふうに考えてございます。

以上です。 

 

松本 副局長／ 

はい。それではただいまの提案につきまして、ご質問、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

はい、どうぞ。 

 

手嶋 委員／ 

 すいません、お伺いします。この審議委員会の中に、正式な委員さん以外に、もっと、支援者

というかオブザーブというか、そういう方を、2 年間ありますので、参加させてもらってはだめな

んでしょうか。 

 

八本 室長／ 
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 はい、ありがとうございます。 

この資料の 2 の方にもですね、裏面の方に、参考の 2 として、附属機関条例というのをつけさ

せていただいております。こちらの方に、第 5 条の方に書かさせていただきたいと書いておりま

すけども、先ほどお話もございました、ことにつきましては、この審議会でも、委員さん方の半

数以上の皆様方の同意ということがございましたら、そういったことも可能というふうに考えて

おります。 

ので、そういった方々のご意見を伺った方がいいということでございましたら、 

 

中西 部長／ 

すいません。オブザーバー、オブザーバーとして参加していただくということでございましょ

うか。 

 

手嶋 委員／ 

そうですけど、あの、今ここにおられる委員さんみたいに組織名とか、名前、特定しなくても

いいような条件で、出ることできますか。 

 

中西 部長／ 

審議会の議決に参加するということには、基本的にはメンバーでないとなかなか難しいんです

けれども、会議を傍聴していただいたりとか、ご意見いただくというようなことで、おさ、オブ

ザーバー的に参加していただくことは可能と思いますけども、そういった取り扱いでもよろしい

でしょうか。 

 

手嶋 委員／ 

はい、結構です。 

 

中西 部長／ 

またその節はお話をしていただければ対応させていただきますのでよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。 

 

松本 副局長／ 

ありがとうございます。その他、ございますでしょうか。 

はい。どうぞ。 

 

藤田 委員／ 

 すいません、先ほどのあの、オブザーブ参加ということを、聞かれた、真意というか、どうい

う必要性というか、何を求めてそのような質問をされたのか、お聞きさせていただけますでしょ

うか。 

 

手嶋 委員／ 

えっと、ま、真意といいますか、色々昔から色んな条例とか法律とかありますけど、昔から色

んな条例とか法律とかありますけど、それを、一般の方に、解ってもらってるのは、すごく難し

いと思います。 

それで、その今回、孤独・孤立を防ぐ意味合いという審議会というか協議会ございますけど、
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なかなかそういうのがうまくわからない、使えないっていう人の生の声を、今まで家庭支援研究

会とかいろいろやってる人がいるんですけど、実際こちらにも本人が来ておられますけど、他に

も、いろいろありますよね。提供される用とか色々ありますよね、それとまた、2 年間、この会議

2 年間あるので、来てもらって、ちょっと顔を出したくないとか、名前は伏せといた方がいいよっ

ていう人もおられると思いますんで、そういう条件でもよかったら来てもらって、お話を伺えた

らよりこの皆さんの一般の市民の、県民の皆さんに使ってもらいやすいようなことができるんじ

ゃないかなっていう気がします。 

 

藤田 委員／ 

ありがとうございました。この会の、審議会の委員の皆さんから声を掛けるっていうことも、

できるんでしょうか。こういう感じのオブザーバーもやってよいのかなと思いましたけど、 

 

八本 室長／ 

またちょっとの進め方とかですね、そういったご意見もあると、またそのやり方については、

ご相談させていただいたりしながら、ということでよろしいでしょうか。 

 

松本 副局長／ 

はい、ありがとうございます。 

その他はいかがでしょうか。 

はい。ではいただいたご意見はあのう、ご意見をまた次回以降の会議等を計画する際に、進め

方等また、ご相談させていただきたいと思います。 

それではその運営規程そのものにつきましては、資料 2 の通りとして定めさせていただくとい

うことでよろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。それでは本日付けで、この運営規定とさせていただきたいと思

います。 

 

（２）委員長の選任（２ 審議事項） 

松本 副局長／ 

続きまして審議事項の 2、委員長の選任に入りたいと思います。引き続き事務局より説明をお

願いいたします。 

 

八本 室長／ 

先ほど承認をいただきました運営規程の第 2 条の方に基づきまして、事務局といたしましては、

委員長の方に、鳥取短期大学准教授の青木委員の方にお願いしたいと考えております。 

 

松本 副局長／ 

はい、ただいま事務局より提案いたしましたけども、提案の通り、委員長を鳥取短期大学の青

木先生にお願いすることとしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（会場、拍手） 

 

松本 副局長／ 

ありがとうございました。それでは本審議会の委員長を青木先生にお願いいたしたいと思いま
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す。それでは以後の進行につきましては、運営規定によりまして、青木先生にお願いしたいと思

いますが、青木先生よろしくお願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

はい。皆さん、よろしくお願いいたします。それでは進行を引き継ぎたいと思います。 

 

（副委員長の選任） 

青木 委員長／ 

まずですね、運営規定の第 3 条に、副委員長を置くということになっております。副委員長の

方が、委員長が指名するということになっております。 

私としましては副委員長をですね、鳥取県手をつなぐ育成会の大谷委員にお願いしたいなとい

うふうに思っておりますが、ご異議ありませんでしょうか。 

 

青木 委員長／ 

異議なしということで、はい。 

 

（会場、拍手） 

 

大谷 委員／ 

ありがとうございます。足手まといにならないように頑張りたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 

（３）鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例の制定を受けた事業の検

討状況（２ 審議事項） 

青木 委員長／ 

それでは続きまして、福祉、審議事項の 3 ですね。鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え

愛社会づくり推進条例の制定を受けた事業の検討状況について、事務局より説明をお願いいたし

ます。 

 

八本 室長／ 

それでは資料の 4、右肩の方に資料 4 と書いてある資料の方をお手元にご準備ください。鳥取

県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例制定を受けた事業の検討というふう

に冒頭書いております資料になります。 

こちらの制定を受けた事業の検討状況でございますけども、これらの統一地方選の関係で今年

度当初予算が骨格予算というふうになってございまして、関連の新規拡充の事業といたしまして

は、以下に記載のような事業に取り組む予定としております。 

まず一つ目の孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進事業についてでございます

けども、こちらの方、今日おまとめいただいているこの審議会の開催経費であったり、あるいは

県内の鳥取、倉吉、米子にございます県立ハローワーク内に設置の相談窓口、こちらはそれぞれ

週 2 回の対面相談、それから年中無休の電話相談を委託実施する事業となってございますが、こ
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ういったものへの経費でございます。 

次の孤独・孤立を防ぐための市町村の包括的支援体制強化事業でございますが、こちらのほう

は住民に身近な市町村が、複雑化複合化した支援のニーズに対し、包括的に取り組む体制整備に

努めるということが、社会福祉法で規定されてございますので、記載されてございますけども、

国が定める包括的な支援体制のモデル的なスキームでございます、重層的支援体制整備事業。こ

ちらの米印のところに、小さな字で書いてございますけども、相談支援、参加支援、地域づくり

支援、こういったものを一体的に取り組む市町村に対して、事業の実施経費を支援するというも

のになってございます。 

次の子育て世代訪問支援臨時特例事業でございますけども、家事育児等に対して、不安や負担

を抱える子育て家庭、ヤングケアラーなどがいるご家庭を訪問支援員が訪問いたしまして、食事

の準備、洗濯、掃除、買い物代行といった、家庭支援、家事支援や、保育所の送迎などといった、

育児支援、こういったことを行うことで、家庭や、教育環境を整えて、虐待リスク等を防ぐ取り

組みを補助するということでございます。 

裏面の 2 ページでございますけども、こちらの方は現在検討中の事業ということでまとめさせ

ていただいておりますが、条例の策定過程で条例制定後に、市町村や関係機関、団体の方から様々

なご意見をいただいてる中で、条例に基づきます、あるいは関連いたします取り組みの財政的な

支援への要望をたくさんいただいております。こういった声に、極力おこたえしていく形の事業

を検討していきたい、というふうにも考えておるところでもございます。 

（1）のとこでございますけども、既存のサービスで十分な援助ができない、制度の狭間にある

人への支援として、地域の社会資源の活用、制度創設など地域の実情に応じて取り組む市町村の

事業を支援してはどうかというところで考えております。 

（2）でございます。アウトリーチを含めた相談体制の整備充実といたしまして、支援が届いて

いない方への、方の実態の把握。あるいは支援機関・団体との連携などによる体制の整備、こう

いったところに取り組む市町村への支援。あるいは行政や関係機関、団体の相談窓口を広報させ

ていただいて、相談にたどり着きやすくする取り組みの充実であったり、関係機関の連携を強化

するための情報共有。或いは研修の開催。こういった取り組みを充実させていってはどうかって

いうふうに考えております。 

（3）のピアサポートの推進、自助グループとして、ですが、同じ悩みを持つ方々が、互いの胸

の内を聞いてもらったり、経験に基づく、助言などし合える活動が、非常に当事者にとりまして

は、救いとなる。しかしながら活動費のこともあって、安定した活動ができないというふうな声

もお聞きしておりますので、こういった活動費の方を助成させていただくと、いうふうに考えて

おります。 

（4）でございますが、家庭内援助に関する理解を深めるための情報の提供、あるいは研修の充

実。普及啓発として、ヤングケアラーの元当事者によります、出前授業を学校で行って啓発する

と。 

あるいは抜け穴同士が悩みなどを共有していく、しやすくするためのＳＮＳを活用した交流の場

の提供をしていってはどうかということを考えております。 

最後（5）でございますけれども、人材の育成といたしまして、支援の調整を担う人材の育成。 

それから、複雑化複合化した、または幅広い相談を受けとめて、適切に専門の相談支援機関等に

つなげるコーディネートの能力、こういった向上を育成するための研修の実施を検討してはどう

かというものでございます。 

現在のところこれらの事業を検討してございますけども、今後引き続きまして、多方面の方々

のご意見をいただきながら、既存事業の充実、それから新規事業の創設、こういったものを検討
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していきたいということを考えております。説明の方は以上です。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。ご提案いただきました。 

オンラインの音声ですね、デバイスをちょっと変更されたということで、お声が聞かせて戴け

るかどうかってちょっとテストをさせていただきたいと思います。寺田委員、あのちょっとお声

を聞かせていただけますでしょうか。 

 

寺田 委員（日本労働組合総連合会鳥取県連合会 副事務局長）／ 

聞こえますか。 

 

青木 委員長／ 

 あ、聞こえます。 

 

寺田 委員／ 

聞こえますか。 

 

青木 委員長／ 

 はい、聞こえます。ありがとうございます。 

 朝倉委員、いかがでしょうか。 

 

朝倉 委員（（社福）鳥取県社会福祉協議会 事務局長）／ 

 はい、朝倉です。聞こえますでしょうか。 

 

青木 委員長／ 

はい。聞こえます。どうもありがとうございます。 

 

朝倉 委員／ 

 ありがとうございます。 

 

青木 委員長／ 

はい。これで皆さん、発言できますので、続けていきたいと思います。 

はい。資料、今説明していただきました。資料 2 の方ですね、ありますように、本審議会はで

すね、県の施策について、必要な事項を調査審議すると。それから実施状況を検証するというこ

とのために設置をされているというものになります。 

昨年の 12 月にですね、条例が制定された後、この 4 月から今年度ですね始まり、すでに当初予

算の取り組みをされて、事業の。今後ですね補正予算等でですね実施を検討されてる事業もござ

いました。 

これらを踏まえてですね、委員の皆様からご質問あるいはご意見をお伺いしたいと思っており

ます。ではご意見、ご質問等がありましたら挙手をしていただければと思います。よろしくお願

いします。 

はい。どうぞ。平井委員です。 
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平井 委員／ 

ありがとうございます。すいません、この事業のですね、子育て世帯訪問支援臨時特例事業と

いうのですけれども、この家事支援、育児支援っていうのは、いわゆる特定ニーズ等に対する、

養育支援訪問だとかいうような事業があるんですけど、こうしたものとの兼ね合いっていうのは

あるんでしょうか、すいません教えてください。 

 

青木 委員長／ 

事務局の方よろしくお願いします。 

 

森 課長補佐（鳥取県子育て・人材局家庭支援課）／ 

はい、家庭支援課の森と申します。お尋ねの件ですけども、既存の事業で活用できるものがあ

ればそれを使っていただいて、そこで、その仕組みでは変わらなくて、他のサービスもないって

いうふうでしたらこの事業でカバーしていくというような形になります。 

 

平井 委員／ 

 じゃあ、ここに書いてある 1，2，3，4，5 の市町が、しまちが手を挙げておられて、そこが利

用しようかというようなことになっているという、ことでよろしいでしょうか。 

 

森 課長補佐／ 

 そうですね、はい。今、5 つの市町が手を挙げていらっしゃって、それとは別に市町村回りをで

すね、しておりまして、子育て・人材局の方で、で、他の市町村へも働き掛けを行っているとい

う状況です。 

 

平井 委員／ 

なるほど、そうしますと例えばこれ、よくあるのが県が半分出して市町が半分出すというよう

な、そうような予算立てみたいなのがしてあると思うんですが、そうした感じのイメージでよろ

しいでしょうか。 

 

森 課長補佐／ 

その通りです。国が 2 分の 1、県が 4 分の 1、市町村が 4 分の 1 というような財政の負担にな

っています。 

 

平井 委員／ 

 はい、わかりました、ありがとうございます。 

 

森 課長補佐／ 

 はい。 

 

青木 委員長／ 

よろしいですか。はい。 

それでは他に、ご質問ご意見等ございましたら。 

はい。よろしくお願いします。 
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大谷 委員／ 

すいません、育成会ですけど、少しちょっとかけ離れた部分があるかもわかりませんけども、

ちょっとお尋ねをいたします。 

といいますのは、本事業の最初の段階で、アンケートと、どういうことですかというと、取ら

せていただいてそれを提出さしていただいたんですけども、当会の関係、また団体等からのちょ

っと中で出たのは、出ているということなんですけれども、事業はあるが、福祉に対する事業は

あるが、使える場所がない。サービスはあるんだけど使える場所がない。 

だから法的、条例で行くとか、ほぼ、事業としては、決まってるんだけど、そこを実施してる

ところはない。それはかなり多くあるという。 

この狭間ということはそれにない部分というふうにとらえ方をすればいいと思うんですけども、

やはりそこが充実してないのに、狭間の部分と言われても、狭間に行くまでもなく、そこの充実

してない部分が多すぎて、困るということが現実問題としてあります。 

で、その辺のことについてまあ、県のほうとしてもいろんな事業所であるとか、サービス機関

に対して依頼をされてることと思うんですけど、今後の施策の中で、やはりそういうものが充実

していかないと、別に土地的な部分じゃなく、いろんなサービス、介護もそうですけども、その

部分で、取り残される。事業としてはあるんだけどやってるとこがないから、それを使うことが

できない、ということがかなり多く発生していると思います。ので、その部分に対しても、ここ

にはない部分として、是非とも充実を図っていただかないと、狭間というイメージが湧いてこな

い。 

いうこともあると思いますので、ちょっとすいません。部分的にこれ、ちょっと外れるかもわか

りませんけど、意見として、ちょっとかつ聞き取りだけでも結構ですので、お願いしたいと思い

ます。以上です。 

 

青木 委員長／ 

 いいですか。事務局からコメントは、特に。 

 

手嶋 委員／ 

 続けていいですか。 

 

八本 室長／ 

 大谷委員の、ちょっと。 

 

青木 委員長／ 

 そうですね、ちょっと、はい。 

 

八本 室長／ 

大谷委員様の方からいただいたお話でございますが、いろいろ県の方、どんどん事業をさせて

いただいてる中で、なかなかそれが十分に活用されてないのではないか。で、その中で狭間とい

うところの話をしても、もともとある事業のやっぱり充実といいますか、そういったところを十

分活用いただいた上で、それから次の政策と、いうところにつなげていかなきゃいけないんじゃ

ないかみたいな、そういったお話でよろしいでしょう。 

ご指摘、その通りだというふうに理解をさせていただいておりまして、まずやはり今ある事業

をですね、十分に情報としてお届けさせていただいて、その中で、それがちょっと十分活用して
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いただけないっていうところに、そこにどういう隘路があるか、それが使いにくい事業となって

いるのか。あるいはその、それぞれのニーズに十分にここマッチしないっていう形になっている

のかその辺りも、まず情報が届いてないのかっていうところも含めますし、今の事業の形が、十

分にニーズをお応えできる形になってるのかっていうところも、やはり検証といいますか、そう

いったところもまた、同時に必要になってくるかと思いますので、ご指摘、しっかりと受けとめ

て、この審議会でも十分に議論いただいたりご意見いただきたいというふうにして、いければと、

いふうに思っております。 

 

青木 委員長／ 

 よろしいですか。 

 

中西 部長／ 

すいません。ちょっと若干補足をさせていただきます。 

先ほど大谷委員さん、大谷委員さんからありましたのは、例えばある事業があっても市町村に

よっては取り組んでいないとか、あと取り組む、サービスを提供してくださる事業者がいないと

か、そういったことかなと思います。 

おっしゃる通りだと思いますので、多分様々な障がい福祉の分野ですとか高齢の分野ですとか、

様々な分野で、制度はあるけれども利用できない状態になっている地域とか、種類っていうのが

あると思いますのでそこは引き続き充実するように、努めていきたいと思います。 

ありがとうございます。 

 

青木 委員長／ 

手嶋委員さんどうでしょうか。さっきに当たっていましたので。 

 

手嶋 委員／ 

私もそう思うんですよね結局。制度自体はあるんだけど、事業者さんがいないだとか、そうい

う事態が多々ありました、今までも。それで利用者さんはおっても、事業者がいないからダメだ

と言われて。で、統合していくことはできないんですか、例えば障がい者の、介護保険のとか、

色んな枠がありますけど、これを例えば子どもさんの病児ケアとかも一緒にしたりして、例えば

これをもうちょっと、ワンストップにして、色んな人に使ってもらうとか、こういうのは県では

出来ないんですか。 

 

青木 委員長／ 

事務局、では、お願いします。 

 

八本 室長／ 

今お話いただいた通り、あるいは大谷委員様のほうからもございました通りですね、今ある事

業なり制度のほうが、なかなか使っていただいてないっていう現状もあるということ。 

あるいは手嶋委員様のほうからは、統合といいますか、今の事業方針、組み合わせたりとかと

いうことでより使いやすいものにしていってはどうかみたいなご提案というふうに受け止めさせ

ていただきましたけれども、当然そういったものの中には、あったりする部分も可能性としては

あるかもしれませんので。そういったところはちょっと我々のほうもしっかりと、どういったも

のが、そういったもので組み合わせてそれが有効になっていくのかというところも、そういった
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視点で、ここはいろんな事業制度の点検というのも必要になってくることもあろうかと思います

し、そういったことは逆に、委員の皆様方からもいろんなお声をいただいて、我々の方もちょっ

とそういったところを点検させていただいてとか、というところでして行ければと思いますが、

よろしいでしょうか。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございます。 

はい、すいません、どうぞ。 

 

遠藤 委員／ 

この条例の、そもそもの、考え方としてというか、県としてこの条例を作って、じゃあしてい

きますよってなりましたよね。今回も、その説明を見させていただいて、実施予定の市町村が限

られているっていう言葉は私とっても驚いてしまって、じゃあ何で県でこの条例で作ったんだろ

うって、する市町村しない市町村、みたいなことがあっては、このそもそもの、誰 1 人取り残さ

ないとか、孤立・孤独を防ぐとか、そういうことって、きちんとカバーしていけるのかなって、

周知はもちろんですけど、考え方として、どうして一斉に、予算のこととかいろいろあるんだと

は思いますけど。ここに載らない市町村、生まれた場所住んだ場所、とかで、こう区別されるっ

ていうのがなんかすごく悲しいなと思って、ちょっとびっくりしているところです。 

ここにこんな、「実施予定が」って載せなくてもいいように、していただきたかったなっていう

のがあるんです。なので、今、こうなのかもしれませんけれども、早急にこの括弧（注：実施予定

の市町村）を外せるように、何とか考えていただきたいなって、それは私たちが考えなきゃいけ

ないのかもしれませんけども、そういうふうにしていただきたいなと思います。 

 

青木 委員長／ 

事務局、お願いします。 

 

八本 室長／ 

ありがとうございます。おっしゃられた通りで、実施予定というところで、全市町村が持って

きてないということで、地域差、県内でも地域差っていうところが、あるということには当然な

っていかないようにしていかないといけないと思っておりますので、ちょっと市町村によって、

地域のいろんな事情実情というのもございます。ただ、これを活用いただかないから、各市町村

の取り組みの方が、ちょっと不十分、十分じゃないのかっていうところにすぐ直結するかどうか

っていうところも、部分としてあるかもしれませんけども、当然、これの方といたしましても、

たくさんたくさんの、それぞれの地域差等が生じないような、十分、底上げしていけるような事

業の建て付けだったり、取り組みをしていきたいというふうに考えておりますので、引き続きそ

ういった視点のほうも踏まえて、実施に向けた取り組みもしていきたいと思います。 

 

青木 委員長／ 

よろしいでしょうか。 

他に。はい。すいません、先に。お願いします。 

 

伊井野 委員／ 

すいません。守る会の伊井野です。孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例
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の中の、肝となる部分といいますか、誰もが声が上げやすい、みんなで何か、中で、手を挙げや

すい条例になることが、目的ではないかと思ってまして、特にその中で聞いてみたいことは、支

援機関の 2 番目です。検討中の事業の。 

支援機関の連携強化のための情報共有、というところがありますし、それから、このチラシの

方にですね、個人情報の活用ということがあります。声が上げやすいためには、地域で暮らして

いくための情報っていうのは、かなりデータベースといいますか、個人情報というところもある

んですが、一番難しいところでありまして、個人情報を共有するのか活用するということでも、

かなりのハードルがあると思うんです。 

ただそこを乗り越えなければこの条例も手が挙げやすいものにはならない。声を、地域の方と

連携とっていくことができないんではないかとすごく考えるんですが。この個人情報の活用の今

後の方法であるとか、その情報の共有ですね、そういった部分をどう取っていくのかなというと

ころがちょっと、出来たらなと思っております。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございます。事務局の方からお願いします。よろしいですか。 

 

八本 室長／ 

はい、ありがとうございます。個人情報のお話は、先ほど、お話もございました通り、この条

例を作る中でも、そういったところをの、なんでしょう取り扱いっていうのがやはり重要だと、

いうようなご意見もありました。 

この条例の方の、条文のほうにもですね、その辺りの方も、条立てをせていただいて、個人、

第 9 条というところに書かせていただいてるんですが、個人情報の活用と保護というふうに、書

かせていただいております。 

ものによってはですね、当然法律に基づきまして、個人情報のほうを活用できると、いうよう

なものもございますが、要対協（注：要保護児童対策地域協議会）とかですね、あるいは、支援会

議ケース会議みたいなもので、そういったものが予定されてるものもございますが、それ以外の

ところにつきましては、今のところ考えておりますのはやはり基本的にはご本人の同意に基づく、

ところっていうのがやはりベースなんだろうな、というところで、あとはその同意をどの範囲ま

で取るのか、とか、その辺の取り扱いですね、そういったところも、より慎重にではありますが、

ちょっとそこを超えていかないと、やはりその必要な支援が増えていかないというところ、まし

てやその複雑複合した課題に取り組んで行こうというところでございますので、いろんな支援機

関、関係機関が携わっていたっていうことでございますんで、そこのあたりは、委員の皆様方と

もちょっといろいろご意見をいただきながらですね、情報の取り扱いについて、ちょっと考えさ

せていただきたいと思います。 

 

青木 委員長／ 

よろしいでしょうか。 

他に、手を挙げていただいた、はい。 

福島委員。はい。お願いします。 

 

福島 委員／ 

本日、私がお尋ねしたかったのはこの条例ができて、変わっていくといいな、あるいは強化さ

れるとよいなと思っていたところが、現在検討中の事業の第 1 項です。人材の育成と、について
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です。このケアラー条例ができるにあたって、鳥取県の社会福祉士会の方でも皆で勉強したいと

いう声がありまして、今年の 3 月 4 日ですけども、ヤングケアラーに一応特化したんですけれど

も、ヤングケアラーに関することということで、社会福祉士としてどう向き合うのかというテー

マで、研修をいたしました。 

いつもは 1 つの委員会が研修をするんですけども、今回は、こども家庭支援委員会と、地域社

会多文化委員会という 2 つの委員会が共同で開催をいたしましたところ、高齢であったり障害で

あったり病院で会ったりという所で働く、ソーシャルワーカーがこの会に参加してくれました。 

その中で、具体的に事案を発見したときに、どこに繋ぐのかが明確であることが必要、それか

ら、例えばそこに繋いだとしてそこにしっかりとコーディネートの力があるかどうか、そこを育

てていくことが必要ではないかという声が出ておりました。例えば児童ですと、先ほど室長が申

し上げましたように要保護児童対策地域協議会という、法定協議会があるのですが、その、法定

協議会の中で、きちんと受理してもらうことや、それで、本人ソーシャルワーク、総ての世帯の

中の方を対象としたソーシャルワークを考えるのに、やはり力量のある職員の養成が必要ではな

いか、ということが挙げられました。 

本日御参加の智頭町や北栄町さんでは、専門職を配置しておられて、そこのところの強化を図

っておられますが、県内 19 の自治体総てがそうではない、そこらあたりをどのように考えて、例

えば具体的な研修をどう組んで行こうかと思っていらっしゃるか、お聞かせいただけますと、大

変ありがたいと思います。 

これは児童分野だけではなく、重層的支援体制も含めて、あらゆる市町村の業務の中に、コー

ディネート力のある職員を配置していくっていうことにつながると思いますので、ご回答いただ

けるとうれしく思います。お願いします。 

 

青木 委員長／ 

はい。では事務局の方、よろしいですか。お願いします。 

 

八本 室長／ 

ありがとうございます。福島委員の方からお話ございましたとおり、やはりその支援に携わっ

ていく方々の、その、スキルアップも含めてですけども、そこ、そこはちょっと上げていかない

といけないっていうところも当然我々の方としても、意識をしてございます。研修っていうとこ

ろが、人材育成というところで、その条文の所にも、そういった点が条例のほう、させていただ

いておりますけれども、そこをやはり、一つ、しっかりと取り組んでいかないといけないと思っ

ています。 

で、現在のいろんな研修を、はさせていただいてたりとかしてると思うんですが、そこをちょ

っとやはり整理、させていただいたりとかですね、ちょっと、新たに例示のほうもちょっと事業

として向かっていこうというところも考えてございまして、先ほどちょっと福島委員の方からご

ざいましたコーディネートの能力だったりとか、どこに繋いでいったらいいかとか、この辺りは

情報の共有とかっていうことになるのかも知れませんけど、そこをしっかりと横の繋がり、支援

する人、方々もネットワークとしてしっかりずっと繋がって、そういったところに携わってる方

とのしっかりそういった能力の向上を図っていくというところを、ですからその研修の内容もそ

うですし、いろんな研修してる中で、やはりいろんな方が参加できるような研修っていうところ、

もしかしたら情報が十分届いてなかったりというところもあったりするかも知れませんので、中

身もそうですし研修の方に広く参加いただくような形の方もちょっと考えていかないけんという

ふうに思ってますし、あるいは皆様方なかなか現場の方々といいますか支援を実際されてる方っ
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ていうのは、例えばお忙しくて研修にもなかなか参加できない、参加することも難しいっていう

なお話もいただいてますので、そういったお声も聞いてますので、研修のやり方、というところ

も、工夫も一つ必要になってくるのかな、ですからやり方と中身であったりも、しっかりとそこ

は、考えさせていただきながら、充実を図っていきたいというふうに考えております。 

 

青木 委員長／ 

 よろしいでしょうか。 

 

福島 委員／ 

 誰でも参加できる研修っていうと、コーディネートに流れる機会っていうのは、すいません、

誰でも参加できる研修っていうのは、周知だとか啓発だったりとかいうのはあると思うんですけ

ど、要になりますのは、こういった支援機関のしっかりしたコーディネートの力だと、まずそこ

が、しっかりと回していただくことっていうのがすごく大切だと思っています。よそのことを言

うだけではなくって、自分のもちろん教育の所もそうですので、考えていかなければならないか

なと思っています。 

 地域福祉の青木先生が委員長になってくださったんで、とても楽しみにしております。条例が

できたので、強化されたと、皆さんに安心していただくためにも、お示しできるのはうれしいな

と思っております。 

 

青木 委員長／ 

 はい、ありがとうございました。 

 朝倉委員、お願いしてよろしいでしょうか。 

 

朝倉 委員／ 

はい、ありがとうございます。委員長、先ほどの遠藤委員の話ですとか、先ほどの福島委員の

話にも関連するんですが、今、提案いただいているものは、あくまで実施をしようとする市町村

の支援で、今本当に大事というか足りないっていうか、しっかりやらないといけないのは、県と

してやらないといけないのは、そういうふうに市町村が向かっていけるところ、向かっていくた

めの動き出すところの支援なんだと思っているんですね。うん。 

で、包括的な支援体制整備というところで、今回挙げていただいてはいるんですが、なんだっ

てね、先ほど大谷会長、大谷委員のお話にもありましたけど現状把握ですとかいろんな課題把握、

共有というところから含め、県としてもやっぱりしっかりアウトリーチをしていかないといけな

いんじゃないだろうかなというふうに思っています。で今、実際に先ほどの説明にもあったよう

に、課ごとにはね、事業ごとには市町村に出向かれたり、いろいろもされているし、把握もされ

てたり調整をされてるんだと思うんですけど、やっぱり各部の動きも、県庁の中でもう少し共有

いただいたりですとか、いろんな重層（的支援事業）に向けて包括的支援体制整備に向けてとか、

長寿（社会課）のやってらっしゃる生活支援体制整備だとか、いろんな支援チームも、あります

よね。そういったものをもっとしっかり共有しながら、動いていけたらいいなということを一つ

お願い、これはお願いです。 

先ほど研修の話もあったんですが、やっぱり広く参加を求める、もちろん誰でもというよりは

そういうものに関わる、今までだったら分野ごとにやってたものを、分野横断的にその核になる

人たちを養成するっていうことは、私どもも県から委託を受けて研修をしてはいるんですが、こ

ちらはそういうつもりで流してもですね、やっぱり市町村が、こういうことに取り組んでいこう
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という気持ちがなければ、研修にも出ていただけないという状況もございますので、やっぱりそ

のね、何だろうな、いままず今お金がつくからやろうっていう時代じゃもうなくなっているんだ

というふうに思っていますので、それぞれ、何でしょうね、これやれてるんであればいいけれど

も、やれてると思ってるけど本当にそれで足りるのかどうなのか、ね、いろんな課題がまだある

んじゃないのかなっていうのをもう少し丁寧に、市町村と考えていけるベースを、ぜひ県には、

一緒に作っていただけると嬉しいなと今あって十分にね、機能しきれてないもの、やっぱり部分

的にはすごくしっかり機能していただいてるところもあるというふうに思っているので、もう少

し県庁内の共有と、私たち、一緒に動かせてもらいたいなというふうに県社協としてはいろいろ

思ってますので、もっと積極的に行くっていうのは市町村に、やね、いろんな人たちはアウトリ

ーチアウトリーチってお願いをしてるとかですね、促進をかけてるとこですので、やっぱり県も

そういった向きで今、いろんな意味で、なかなか動きにくい大変な状況もあるかというふうには

思いますけれども、そういったとこ一緒に作っていければ、ありがたいなと思っておりますので

よろしくお願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。事務局の方からコメントありますか。 

 

八本 室長／ 

はい、ありがとうございます。各市町村のほうに、よりやっていただきやすいような取り組み

であったり、県庁の中でもしっかりと部局横断の取り組み、情報共有も含めてっていうところで、

県の方でもしっかりと現状把握なり強固な共有、しっかり連携を図って取り組んでいくようにと

いうふうなお話だったかと思います。 

おっしゃる通りでございますので、当然、我々の方もしっかりと関係部局とも連携をさせてい

ただきながら、しながらですね、この取り組みの方をより充実させていきたいと、いうふうに思

います。ありがとうございます。 

 

中西 部長／ 

すいませんちょっと若干補足をさせていただきたいと思います。今朝倉委員さんからもお話が

ありましたし福島委員、遠藤委員さんからもございました。多分総じて、市町村、の皆様にやる、

やる気を持っていただかないと、うまく進まないのかなという話かなと思いましたけれども、実

はこの条例を作るときに議会でかなり議論がございまして、最終的に附帯意見という形で、議会

から注文が付く形になってます。でその注文といいますのが、ちょっと条例を作る間に研究員、

研究会で様々なご意見をいただきながら進めたんですけれども、市町村の皆さんの理解がうまく

進んでないんじゃないかという、議会の方の問題意識がございまして、議会の意見として、ちゃ

んと市町村の皆さんのご理解をいただいて、実際この条例が機能するようにしてくださいという

意見をいただいた、議会の方から注文がついております。 

それを受けまして、年末から年始にかけまして市町村の皆様と個別にお話もさせていただいて

おります。ただそれでまだ十分というわけでは全くないと思っていますので、条例の中にも市町

村の皆さんに主体的にこういったことに取り組んでいただきたいということも入れていただきま

したので、これから、いろいろとコミュニケーションをとりながら進めていきたいと思っており

ます。 

そういった点で、市町村のばらつきがあるということでございましたけども、これまだスター

ト時点でございまして、これから県といたしましても、重層的支援体制にいたしましても、ヤン
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グケアラーの問題にしましても、その他、障がいの分野、介護の部分いろいろございます。こう

いったところにつきまして、県としても市町村の皆様と十分に意見交換をしながら、できるだけ

幅広く取り組んでいただけるように、強力に進めていきたいというふうに思っております。 

また人材育成のことはございましたけども、もうおっしゃる通り核となる人材、コーディネー

ト力、どこにつなげていくかということは非常に大事だと思っています。今研修の中身なんかに

つきましては、詳細を考えているところですけども、まだアイデアの段階ですが、例えばこうい

った研修を済んだら、修了されたら、一定の認定制度みたいなのを設けるとか、そういった形で、

市町村の皆さんにも窓口の方にお声掛けをしたりですとか、あといろいろな支援機関も窓口の方

もいらっしゃると思いますので、そういった方にもお声がけをして、核となる人材に、研修を受

けていただいて、コーディネート力なんかをつけていただくような研修受けていただいて、認定

するようなことを考えたらどうかなと思っております。まだこれはアイデアの段階でございます。

またご意見がありましたら、いろいろと頂戴したいと思っております。以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございました。 

他に、あ、どうぞ。 

 

藤田 委員／ 

すいません、この事業のお話しを聞いていると、やっぱり支援をするとか相談するという、そ

の事業、連携を進める、というふうになっているんですけど、それは仕方がないっていうか、方

法論というか、そうだよねって思うんですけれども、でも結局それで、孤立・孤独を感じている

方達、が、本当にこの条例ができて、事業が進まって、みたいな、できるな、温もりのある鳥取県

だなって、思えているかどうかっていうのは、違うもの、別物だと思います。やってる方は、一

生懸命やってる、頑張ってやってる、予算とってやってる。 

でそれをゆっちゃあぐんだり打ちあぐんだりとと感じている人たちは、よかったなって思って

いるかどうか確認するのは、そういう人たち、そうだったのに、孤独・孤立を感じていたのにそ

うでなくなったわ、というのを確認するのはどうやって確保していったらいいんだろうなってい

うのは、私の中ではあります。そうじゃないと、そういう人たちが減っているとか、居なくなっ

たねとかじゃないと、この条例を作った意味がない、だと思います。 

何かどういった意味か解らないんですけど、どうしても事業進んでいることの方に集中しがち

ですけれども、実際その、様々な方達の声、をお聞くというのは、先ほどね、予算もあってとい

うこともあってと意見が出たように、やっぱり私たちがやっていることが、皆がやっていること

が、これでいいのかどうかは、この、それを感じている当事者本人に聞くという、その場が必要

かなと思います。 

それともう一つ、現在検討中の事業の中の 3 番のところに、ピアサポート推進・自助グループ

の育成というのがあって、私たち認知症のある本人、ま、ピアサポート、「オレンジドアとっとり」

とか、西部の方でも確か、何かあったと思うんですけど、そういう所を推進するのは、市町村レ

ベルでやってるはずなんですね、皆さん。その市町村は市町村で、県は県で、っていうふうに、

分けちゃうのか、分けないでやっぱり、連携できるのか、私はやっぱりその予算が一本なのか、

よくわからないんですけど、現在、やってるところを強化する意味で、連携できるのか、また、

県がバックアップとなるんなら、今、まだ、立ち上がってないところも、ピアサポート事業に立

ち上がれるかとかね、連携が出来ていくのかなって、思ったり。 
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青木 委員長／ 

はい、ありがとうございます。どうですか、よろしいでしょうか。 

 

八本 室長／ 

はい、ありがとうございます。いろいろ事業取り組みをやっていっても、その方当事者の方々

に、しっかりとそれが届いているのか、成果効果がどうなのかっていうところも当然そういった

視点もですね、必要だと思います。事業実施する、我々も含めてですね、市町村、あるは関係機

関・関係団体の方々が、いろんな取り組みされてるんですけども、それはちゃんと成果効果とし

て上がってきてるのかっていうところは、そこはなかなか検証ってのは、もしかすると難しい面

もちょっとあったりするかも知れませんけども、当然でもそれはそれとしながらも、やはりその

事業を実施する上ではやっぱその当事者の方々のご意見っていうのも、当然聞くような、お声を

耳を傾けれるようなそうったことも考えていかないといけんというように思っておりますので、

やっぱり事業をつくっていく上でも、やっぱりそういったお声に、なるべくお聞きするような対

応をできれば作っていかなければならないけんような気がしますし、事業を執行していくときに

はですね、中でも検証見直しの中でもですね、そういったお声も聞くような機会もっと工夫して

いかないけんような気がしてます。 

あと、ピアサポートの方の話なんですけども、この取り組みっていうのは、やはりそのそうい

った、今現在そういった課題を抱えていらっしゃる方、あるいは過去にそういう課題を抱えてら

っしゃる方っていう方々が、集ったりとかですね、そういった悩みを聞き、立ち寄ってそのピア

サポートの取り組みっていうのは非常に当事者の方々にとっては、先ほど説明させていただいた

ですけども、非常に気持ちが救われるっていうようなこともあったりということで、取り組みと

しては非常にここ、充実、充実をさせていかないけんという取り組みが、と思っております。 

それが市町村さんとかいろんな意見交換をさせていただく中で、それで携わってらっしゃる市

町村と、そうじゃないとかいろいろその、お聞きする中ではいろいろ市町村によってそれぞれ様々

だったというふうに、私としてはちょっと捉えてるよなとこもありますが、ただそういった取り

組みが、例えば有効だというような声もありますので、そういったところに対してもちょっと、

ある程度というか活動を、支援させていただいたりとか、いうところもちょっと考えていこうと

いうふうにはちょっと、今のところは考えておるところでございます。 

 

青木 委員長／ 

よろしいでしょうか。はい。 

いかがでしょうか。はい。ではお願いします。手嶋委員ですね。 

 

手嶋 委員／ 

はい。先ほど、言われましたピアサポートで、件について続き、よろしいですしょうか。この

会は開かれる事前にちょっと質問を出したんですけど、ピアサポートは、病気の人が患者会とか、

色んな集まりとかあるんですけど、こういうのは以前は、以前から、支援っていうのはなかった

ねすよいね、ちょっと今、患者が集まる患者会とか、病院の色んな集いとか、に、その経済的支

援とか、例えば人的支援とか、をするっていうことは、拒否される幹事会もあると思うんですけ

ど、そういう支援ってのはなかったんですよね今まで。 

 

中西 部長／ 



27 

 

えーっと、実はいろいろあります。県、県レベル、県としてもやっております。多分、市町村レ

ベルでもやると思うんですけど、例えば県だと、難病の関係もあると思いますし、依存症の関係

もあると思いますし、あと、聴覚障がいの方ですとか、様々な、それぞれの分野ごとで医療的ケ

ア児とかですね、いろいろそれぞれの分野ごとで、個別にお話があったところと、支援が必要な、

支援が必要だ、支援が必要なところには県の方から直接、補助金なりを出して、いろいろな分野

で支援をさせていただいております。 

多分、市町村レベルでもそういったピアサポートの支援っていうのがあると思います。県だと

例えばがん患者だとか、の方の家族会とかもございますし、自死、自死家族の会とかですね、様々

なピアサポートが、に対する支援というのがございます。 

ただ、そういったところから、今現在漏れてるところもあると思いますので、そういった、今、

まだ助成と繋がりがないようなピアサポートに対しまして、包括的な支援制度を作ってはどうか

なと、これもアイディア段階のことをちょっと書かせていただいてということでございます。以

上です。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございます。いかがですか。 

 

手嶋 委員／ 

 いいですか。 

 

青木 委員長／ 

 はい。 

 

手嶋 委員／ 

例えば行政の方なんか、転勤がとかありますよね、その際または説明っていうのがありますよ

ね、4 月になるというか、患者の方がね。 

だから、ずっと幹事会はあったとしても、またそこからまた、行政の方が来られて、また周り

の人がせんといけん、というようなこともあるし、例えば、患者会の運営っていうのは、患者の

方もたくさんおられます。そうすると、あんまりよくならない病気とかということもあるんです

よね。 

そうしたときに、そういう、例えば、事業としてやっておられる業務だったらまだいいんだけ

ど、こういう小規模な幹事会っていうのは、様態の悪くなった責任者の方がおられなくなってし

まったときには、消滅ってことになるんですよね。 

それで、何で今までその、孤独・孤立っていうことを、が、そういうことが発生するかってい

うと、いろんな行政の方とか、近所の方に調べたくないっていう、深いあれがあるんですよね。

回る、全部のか所よういうんではないだけど、私がこういう病気だとか、家族にこういう人がい

るとか、これ知られたくないっていうのは、ある程度いろいろあると思うんですよね。 

そうしたときに、なかなかそういう心の隅に入っていくっていうのは、すっごい難しいと思う

んですよね、それで、個別に家族にお話したからそんなにそこに入るかっていうと、なかなかそ

ういう人もおられると思うんですけど、それ以外の方もおられるので、同んなじ病気で集まった

患者の方、それはプロの方じゃないので、ちょっと間違ったこと言ったりされるかもしれないし、

だけど、そういう何というか、横の繋がりっていうか同じ病気を持っとる人繋がりっていうのが

あると、やっぱりその心を開くまでの時間が早いと思うんですよね。 



28 

 

それで、先ほど言われましたんで、ちょっと認知症の病気なんかも、私もちょっと質問出した

んだけど、5 年に 1 回も変わらるんですよね、専門職の方が。専門の。そうするとまたそれから

また新しく来られた方、一から振り出しっていう形で、なかなかその、この、行政の組織として

は難しいところがあると思うんですけど、もうちょっと同じ病気で、例えば相談に乗ってあげる

人、というようの、その専門職ではないんですけど、資格もない人もあるんですけど、そこら辺

の待遇を改善した方が、孤独・孤立、でちょっと秘密を隠したいというふうに、手は差し伸べら

れる可能性があるんじゃないかなと思うんですけど、どうでしょうか。 

 

青木 委員長／ 

はい。いかがですか。 

 

八本 室長／ 

はい。ありがとうございます。手嶋委員がおっしゃられる通りで、なかなか行政のそういった、

異動等で変わったりとかっていうところで当然そこで支援といいますかそこが取り入れるなりま

せんし、あるいは、ちょっと相談される側のぼうの意識として、なるべく知られたくないみたい

なところもあって、お話がございました。 

そういったところにつきましてもちょっとすいません回答をちょっと今持ち合わせてないんで

すけどもそういったお声をですね、いただく中で、ちょっとこちらの方としても、それを、現状

の方もしっかりと把握させながら、関係課等の方にも共有させていただいて、どういった取り組

みができるのかというところをしっかりと考えていきたいと思いますので、また引き続きよろし

くお願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

 はい。ありがとうございます。他は、いかがでしょうか。 

では、DAICHI 委員、はい、お願いします。 

 

DAICHI 委員／ 

現在検討中の事業の「（4）家庭内援助に関する理解を深めるための情報の提供・研修の実施・

普及啓発活動について」の質問です。「ヤングケアラー同士が悩みや経験を共有しやすくするため、

ＳＮＳ上にチャットにより交流できるコミュニティの場を提供する」と文言が書かれております

が、現在もこのコミュニティは存在をしておりますが、高校生なり、中学生なり、管理できてい

るのかといえばとそうではありません。場所を提供するだけでは全く意味がないと考えておりま

す。 

県として、この場所を提供するだけでなく、それを普及、なり、それをお知らせするために、

周知させるために、どのような活動を行うのか、教えていただきたいです。 

 

青木 委員長 

コミュニティの場を提供するだけではなくて、ということですが、よろしいでしょうか。 

 

森 課長補佐／ 

はい、ありがとうございます。家庭支援課ですけど、コミュニティの場を作るだけではなくて、

広報していかないといけないっていうのはおっしゃるとおり、その通りだと思います。一応はそ

の県のホームページですとか、あとはマスコミへの資料提供ですとかそういったことを今の時点
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では考えておりますけれども、もう少しこううまく皆さんに知っていただくような取り組みって

いうのは、正直これから検討していきたいと思います。その、設置するだけではなくてですね、

そこにアドバイザー的な人を配置してですね、当初の、コミュニティーに参加してくださる人に、

いろんな有益な情報を与えてあげたりですとか、不適切なやりとりがないように、そこの場を管

理したりという人を配置したりですとか、そういう取り組みをしていきたいとは思っていますけ

れども、周知については、またちょっと、今後多くの人に周知できるようにとか、また検討して

いきたいと思います。 

 

青木 委員長／ 

よろしいでしょうか。はい。他は、さっきを手を挙げていただいてた、お願いします。 

 

伊井野 委員／ 

すいません先ほどのピアサポートの件で補足なんですが、実際にピアサポートの育成というと

ころを目指していただきまして、すごく、私は嬉しいなと思っています。実際にですが、医療的

ケア児のピアサポートの事業で県のほうで、こちらのほうにサポートいただきまして本当に感謝

しております。 

実は最初にあります「同じ悩みを持つもの同士が」ということではなくって、それはあくまで

核であるって、それが「地域で暮らしていくためのピアを探していく」という会の交流を今して

おります。 

同じ悩みを持つ者なんですが、そういった当事者であったり、家族であったり、そういった方

が地域で暮らしたり、障がいを知ってもらったりするために、その居場所づくりであったり、人

づくりであったり、そういったところを求めて、ピアのサポートの活動に取り組んで、地域で暮

らしやすいような声をかけてもらいたいような交流会を開催したいと。 

一番障がいを持ってても、なかなか先ほど言われたように、こちら側から「こういう障がいを

持ってます」ということはなかなか言いづらい、声が上げ辛い状況があります。ただそういうこ

とではなくって、それも含めて、地域でこんな方がいるんだというところで、誰か、お力になっ

てる、いただける仲間を探すという、この事業というのは本当に手探り状態でもありますし、そ

れから本当に頑張っておられる家族であったり当事者である。家族についについてはですね、そ

ういったところが本当に「やれ」っていうことではなくて本当に藁をもすがるような形のものの

ピアを探したいということで、ご支援をいただいているというのが現状でして、実は去年の 9 月

に医療的ケア児などの条例が施行されまして、鳥取県でもその会ができました。 

どうして暮らしていくのかなというときに、そういったところで県のほうから補助、サポート

いただいたり、やっぱりそういったことで、少しずつその前に進んでいるような状況があります。

そういったところで本当にこういったサポートで、人、もの、家庭、そういった場所づくりって

いうのが本当に必要なことがありますので、ぜひこのピアサポートの重要性っていうのは、受け

止めていただいて、この中に、中に入れていただければと願っています。以上です。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。そろそろ議論を、はい、どうぞ。遠藤委員ですね。 

 

遠藤 委員／ 

すいません、お時間なんで申し訳ないです。ピアサポートのことでさっき「助成金がある」と

かっておっしゃいましたけれども、不登校やひきこもり、ひきこもりはピアサポートの会ありま
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すけど、不登校の親の会とかって本当に手弁当で、参加してくださる方に、100 円だけいただい

て、安心してほっこりしてもらうために飲み物やお菓子をちょっと用意して、場所も借りて、な

ので、自分が主にすることもある中、皆さん今まで頑張ってきておられます。米子の方ではその

社会福祉法人の社会貢献事業の中に入れてもらって、居場所を借りておられる方とか、あとは倉

吉の会は、主になっておられる方は、体調崩されて今活動しておられません。鳥取の方も、脳梗

塞で倒れられて活動しておられません。 

その中で私たちは自分たちで何とか活動を続けたいと思って、ＮＰＯ法人を作ったんですが、

これも結構大変です。啓発、理解啓発とか、いろんなことを知ってもらおうと思って何かをしよ

うとするとお金がありません。なので、県社協の助成金を申し込んだりとか、いろんなの助成金

を探しながらっていう中で法人格が必要だっていうことで、無理をして、みんな仕事をしている

中で、ボランティアでしています。そういう活動をしている団体もあるっていうことを知ってい

ただきたいですし、結構、支援してあげたいっていうか、してあげたいことと、して欲しいこと

が、すごく差があるっていうのが大きいです。 

特に不登校やひきこもりの方って、その状態が安定している状態だったりするんですね。我が

身を守るためにひきこもっている、不登校になっている、という状況の中で、「働いたほうがいい

んじゃないか」とか、「学校行った方がいいじゃないか」とか、本当にしんどいんです。 

その差もあるので、必ずその本人の声も聞いて欲しいですし、経験者の声も欲しいと思います。

たくさんの事例を出させてもらったんですけれども、扱う文書の中では伝えていないことってい

っぱいあるんです。それを実際に、その人たちの場に行って、会の中に行って聞いて欲しいと思

います。聞いて、何を求めれておられるか、どうして欲しいかっていうのは、やっぱり本人たち、

それを経験した人の声を、聞いて欲しいというのがあります。 

あと、相談できる場に行ける人はいいです。そこに行くまで、相談する力ってすっごい必要な

んですね。あの親の会に行くだけでもすごく勇気がいります、悩んで悩んで、それでも何とかし

たくて、なので私たちは来てもらったときに、「あっ、また来たいな」とか、「相談してよかった

な」って思ってもらうために、たくさん色んなことを研修したり、相手を傷つけないように気持

ちを受けとめるための色んなことを学んだりしているので、そういう研修会とか、お子さんの相

談窓口の方とかに、受けとめてもらえるような、「頑張ったね」って「お母さん頑張ったね」って

言ってもらえるだけで救われるので、そういう研修とかしてもらえたら本当にありがたいなと思

います。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。事務局のほうでコメントとかありますか。 

 

八本 室長／ 

はい、ありがとうございます。遠藤委員の方からお話ありました、このピアサポートのほう、

推進していく、中ではそういった、手弁当をね、されてると、いうようなお話もございましたし、

相談するにはその力が必要だということのお話もございました。 

実はこの条例を作る中でも、委員の方からもそういったお話がありまして、やっぱりある程度

その相談するために声を上げるためには、ちょっとやっぱり、元気、「ちょっとした元気にならな

いと、なかなか声も上げれないんだ」というところもございました。 

そういった方々が、よりその声を、あげやすい場、あるいはそういう声を拾い易い場っていう

ところ、という意味づけでもこういうピアサポートの通りっていうのは必要なんだろうと思いま

すので、あるいはちょっと遠藤委員のほうからもそういったところの皆様方の声をしっかりと聞
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いて欲しいということがございました。あるいは研修の方も必要だということもございました。 

どういった、県の方、行政の方としてもどういったそのお手伝いといいますか、ができるのか

っていうあたりもしっかりとちょっとまたお話をお聞かせいただきながらですね、どういった取

り組みができるのかっていうこともありますが、ちょっとその辺りもまたちょっとお話をお聞か

せいただいて、しっかりとした取り組みしていきたいと思います。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。いかがでしょうか。 

はい、では髙垣委員、お願いします。 

 

髙垣 委員（智頭町 福祉課 参事） 

すいません髙垣です。市町村のことに関してなんですけれども、この重層（的）支援体制整備

事業ですとか包括的支援体制、強化事業、乗っかっていない町村が、取り組んでいないのかって

いったら、そうではなくて、どうしても体制が取れなかったり、委託が、先があるかないかとか、

その町村それぞれがすごく悩んでやってる、ところはあると思うんです。 

で、これ（注：資料 4「鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例制定を

受けた事業の検討」）が出てしまうと、「うち載ってない。駄目なんだ。駄目なんだせっかく使え

るいい条例なのに」ってって思われるんじゃないのかなっていうのは、ちょっと一つ心配です。 

なので、そういう取り組みまではいかないけど思いを持ってる町村もたくさんあると思います

ので、そのところが、落ちないようなことがしていただけたらなと思います。 

あと、アウトリーチの訪問事業を、始めてるんですけども、この事業は、まさに出向いていっ

て、緩く、長く繋がるっていう関係が、できるようになりました。 

で、やっぱり最初「知られたくない」、「嫌だわっ」て言ってた方も、何回かの訪問になると、

「まぁあんただったら」というような感じで、いう繋がりがゆっくりでき始めた、のはこの事業

ができたからだと思っていますので、そういった良いところも、いろんな町にしてもらって、こ

の事業がもう少しこう、みんなが取り組みやすく、なってきたらいいなと、思います。 

市町村って様々ですので、何とも言えないんですけれど、一応重層（的支援体制整備事業）の

ところではそういうふうな思いがあります。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございます。はい。いいですかね、他は、もうそろそろ時間なんですがまだ

ご発言いただいてない。はい。いらっしゃいましたら。 

はい。お願いします。 

 

大谷 委員／ 

すいません、終いに。ちょっと厳しいお話なのかわからないんですけど、一つは私たちこうや

って団体、もう 40 年、50 年っていう団体が、かなり昔からありまして作ってるんで、その当時

は何もない時代で、だから親たちであったり本人さんたちが、困ってるものを解決しようという

ことで作られた、元々はそういう団体なんですけども、現在はすべての団体が、会員が 3 分の 1。

もう半分、3 分の 1 というような状況になります。 

一つ原因については、目標がないという、これ正直な話をちょっとさせていただきます。前は

知的（障がい）であれば、行くところがないから、みんなで頑張って、エイ・エイ・オーで入所施

設作ろうとか、介護のほうであれば、行くところがない、介護施設を作ってもらうような働きか
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けをとか、いろんなそういうことで、皆さんが団結して、そういう難しい問題を考えずに、本当

に取り残しじゃなしに、取り残されずに自分たちも参加するっていう時代があったんですよ。今

はそういうものはない。 

でも、市町村の窓口で、障害者手帳であるとか介護の話が来たときに、「こういう団体さんがあ

りますよ」って一言ちょっと、支援をしていただくことによってその人たちにとっては、ひょっ

としたらそこと、行けばかなり解決される問題っていうも多くあると思います。私も、現会員の

方から結構連絡を受けて、本当に難しい話をいろいろ話すことがいっぱいあります。 

でも、その人たちにとっては、そのここのちょうど狭間にある部分が、何とかぎりぎりの線で

補えているという部分にあると思いますので、是非とも、こうやって条文が出来たということも

あるんですけども、市町村の窓口、また市町村の障がい者支援担当の方々に、いろんなそういう

団体があって、何をやっているかっていうことをその人たち教えていただくということにしてい

ただくことで、多分この狭間にある方達を、減らすこともそれだけでもできると思いますので、

特に、若い方々というか、学校がまずノーアウトの中で、私たちは一切、入ることもできません

ので、教育現場の方の障がいのある方たちの話し合いとか、一切昔と違って今は全く、お願いし

ても入れない状況ですし、で、いろんな場面においていろんなところから、個別の状況下で本当

に大きな壁ができてきましたので、せめて市町村の窓口に来られた時にでも「こういうことがあ

りますよ」っていう広報していただいて、繋いでいただくことで、本当に、救われる部分もかな

りあるかなと思いますんで、ヤングケアラーの方も、やはりそういうのを、こういうね、いろい

ろ団体も出てきたので、悩まずに、ちょっとここに、行っちゃくなったら聞いてもらえるよ、と

かあると思いますので、是非ともその辺にも力を入れていただければと思いますので、すいませ

ん、よろしくお願いします。 

 

青木 委員長／ 

はい。ありがとうございました。はい。そろそろお時間が迫ってきておりますが、最後にもう

ひと方、もしありましたら。よろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。それでは、この審議事項 3 のですね、条例の制定を受けた事業

の検討状況について確認させていただいたということでよろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございました。 

 

３ 報告事項 

  ・「とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」等について 

青木 委員長／ 

それでは続きましてですね、報告事項の方へ行かしていただきたいと思います。 

鳥取、孤独・孤立対策、官民連携プラットフォーム等についてですね、説明をお願いしたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

八本 室長／ 

はい、資料の 5 をご覧ください。「とっとり孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」につい

てであります。 

まず、孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例の制定の過程におきまして、

国の方がコロナ禍によって孤独・孤立が深刻化してきたということで、対策の重要性を打ち出し

をしました。この動きは本県の条例と、国が目指すという理念が通底する、通じ合うというとこ

ろもございますので、関連した動きということでご報告をさせていただくものでございます。 
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このプラットフォームの設立の趣旨でございますが、1番のところに書いてございますけども、

孤独・孤立の問題について行政のみ、あるいはＮＰＯ法人や社会福祉法人などの支援機関単独で

は対応が困難な実態があることから、官民の多様な主体が幅広く参画し、取り組みを推進するこ

とを目的としております。 

2 番のところに記載の民間支援機関等によりまして、構成されており、3 番の方に記載がござい

ますけども、昨年 9 月に、このプラットフォーム設立をさせていただいて、12 月に第 2 回の会議

を開催し、県の方が設置をしております相談窓口から必要に応じて、構成機関につないだり、構

成機関で対応が困難な案件につきましては、県の窓口を通じて、適切な相談窓口に繋ぐというよ

うなことを、関係機関、構成機関のほうと申し合わせのほうをさせていただいたり、あるいは情

報共有、それから意見交換、こういったところを実施をさせていただいております。 

それから 4 番、の方で、国の動きのほうをまとめております。 

（1）番の方に書いておりますのは昨年、令和 3 年 12 月に孤独・孤立対策の重点計画、策定さ

れまして国の方でですね、これ、この中で「孤独・孤立は当事者の自助努力にゆだねられる問題

ではなく」、「社会全体で対応しなければならない」、あるいは「声を上げやすい環境整備」といっ

た、基本的な理念を掲げておりますけども、これらは、本県のこの条例とも通じるものとなって

ございます。 

（2）の方でございますけども。このプラットフォームの設置が、令和 4 年の 2 月の方にされて

おりますけども、会員協力会員賛助会員からなる構成員から構成されておりまして。この孤立対

策官民連携プラットフォームを設置とされて、ワークショップやシンポジウムの開催、あるいは、

分科会の開催を活動内容とされております。 

（3）番ございますけども、孤独・孤立の実態把握のための全国調査っていうのは、国の方が実

施しておりまして、令和 4 年 4 月に結果を公表されております。はい。 

2 ページ目の方でございますけども、令和 5 年の内閣官房の、令和 5 年度の予算の状況でござ

いますけれどもこちらの記載の通りでございますし、（5）番、こちらの方は、この国のプラット

フォームの取り組み予定のほうを記載させていただいております、こちらの記載の通りでござい

ます。 

すいません、ちょっと括弧これちょっと番号が間違っております。これ（6）番でございますけ

れども、国の方の、あと今後に関係してくる大きな目標といたしまして孤独孤立対策推進法案、

これが先月 3 月に閣議決定をされたところでございます。 

この法律ではこの分野、法律によって、心身に有害な影響を受けている状態にあるものへの支

援等に関する取り組みについて、基本理念や国等の責任、施策の基本となる事項、などを定める

もので、来年、令和の 6 年の 4 月に施行というふうになっております。 

地方公共団体の方には、孤独・孤立状態に本ある当事者への施策策定や、実施の責務を有し、

必要な啓発活動、相談支援推進、関係機関で構成される協議会の設置に努める、というようなこ

とを規定した内容が、盛り込まれるということになってございます。 

5 番の所では、関連した県の動きということで、孤独・孤立対策を検討の部局横断的に実施する

ためのプロジェクトチームを、昨年 2 月、立ち上げております。これは当方の統括監をチーム長

として関係部局で構成し、これまで 3 回、会議を開催するなど、情報共有を図って取り組みのほ

うを推進するというふうにしております。説明は以上でございます。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございました。今の説明に対して質問とかご意見等ございませんでしょうか。 

はい、どうぞ。 
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藤田 委員／ 

 あの、ちょっと、疑問というか、この審議会と、このプラットフォーム、の関わりですね、そう

すると互いに、どのような意見が出たのか、とか、どのような意見がね、お互いに出たのかとか、

そういうのは、全く別々というか、情報は、情報は入らない感じなんですか。 

 何かこの、ちょっと、私にはよく理解できなくて、別々に動いているのか、連動して動いてい

るのか、名前は同じようなのに、何か、メンバーも違って、どのような内容をお互いに、どのよ

うな意見が出ているのか、その中で、というのが入ってこないというのは、入ってこないですよ

ね、私が知らないだけなのか、やっぱり連動してたほうが、よりいいかと思うんですけど、その

点はどう、どのようになるんでしょうか。 

 

青木 委員長／ 

 関係性のところですね、よろしくお願いします。 

 

八本 室長／ 

この審議会とこのプラットフォームの動き、ていうことでございますか。 

で、あのう、ちょっとこの審議会とこのプラットフォームっていうのは元々そのちょっと設置

の趣旨とか目的が違うんですが、おっしゃる通り、ただ取り組みを進めていく上では、やはりそ

の、ちょっとプラットフォームの方では、各支援をされてる機関等々の情報共有とか、意見交換

させていただいて、その取り組みの、まさにそのプラットフォームとして取り組み、連携を強化

していくというような目的になっていくわけですけども、ただそこで出てくるご意見で、当然い

ろいろ取り組みをし、強化するとか実施したほうがいいというようなものも当然出てくると思い

ますので、そういったものを例えば、こちらの方で考えていく、そしたら、やはりここの審議会

の方の皆様方とのご意見を伺ったりとか、というところの場面もちょっと当然出てこう来るくる

場面もあろうかと思います。 

ただ、ちょっと審議会も今日ちょっと立ち上げさせていただいたところでございますし、プラ

ットフォームも昨年ちょっと立ち上げたようなところでございますので、そこはちょっと進め方

はちょっと上手にしていきたいかなというふうに考えております。 

 

青木 委員長／ 

ありがとうございました。よろしいですかね。 

 他はいかがでしょうか。 

よろしいでしょうか。はい、ありがとうございました。 

 

４ その他 

  ・今後の予定 

青木 委員長／ 

では最後ですかね。その他の今後の予定について説明をお願いいたします。 

 

八本 室長／ 

資料 6 をご覧ください。今後の予定でございますが、第 2 回、こちらの 8 月から 11 月ぐらい、

に開催してはどうかというふうに考えております。で、主な審議をいただく内容といたしまして

は、令和 6 年度に取り組むべき施策と、いうことで、それ以外につきまして、またちょっといろ
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いろとですね、こういったことを審議させ、していただいた方がいいということが出てくれば、

そちらの方にも加えさせていただきたいという、思ってますが、主にはその令和 6 年度の取り組

むべき施策っていうところを、審議いただきたいと、いうふうにそういったことを目的とし、主

といたしまして、会議、会議の開催をこの時期に考えていきたいと思っておりますし、翌、令和 6

年の 1 月から 3 月につきましては、またちょっと必要、議題に応じましてですね、開催方法、ま

たちょっと検討していきたいというふうに思いますので、ちょっといろいろ開催させていただく

中でご意見いただいて、審議いただくようなことが出てくれば、時期に応じて、開催のほうをさ

せていただきたいと思いますが、当面の予定はこういうふうに考えております。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございました。今の特に、予定のほうですね、何かご質問等ございませんで

しょうかあるいはご意見ありませんでしょうか。 

はい、どうぞ、平井委員。 

 

平井 委員／ 

ありがとうございます。会期の日程調整がいつも直前でっていうか、多分皆さんお忙しいと思

いますしご都合もおありだろうだとは思うんですけれども、かなり、例えば 1 か月 2 か月ぐらい

前に決めていただいたら、万難を排して参加をいたしますので、是非そのようにしていただける

と私は嬉しいんですけれども、すいません。ちょっと私の個人的な感想ですけれどもよろしくお

願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

はい、ありがとうございます。早めに日程調整をという、はい。これは要望で、よろしくお願

いします。 

 

八本 室長／ 

はい、すいません。今後、すいません、そのあたりをしっかりと改善させていただいてですね、

皆様方お忙しいなかで、こういって集まっていただくということでございますのでなかなか日程

調整の方もですね、当然、なかなかつかないということでございますので、であるからこそちょ

っと早めに日程調整を 2 回目以降、させていただくということで、たくさん審議会の皆さん方が

こうやってご参加いただけるような日を、設定させていただくように、あらかじめというか、余

裕を持って動いていきたいと。すいません、この度ちょっと急なご案内となって申し訳ございま

せんでした。 

 

青木 委員長／ 

ありがとうございました。他よろしいでしょうか。 

はい、どうぞ。福島委員。 

 

福島 委員／ 

失礼いたします。最後、申し訳ありません。この推進条例というのは県民全員が考えていくこ

とだと思いますと、今日、松本副局長さんや伊井野さんがされておられるような、あいサポート

のように、これはオレンジリボン、何らか皆さんが意識しやすい、こうキャッチフレーズといい

ましょうか、わかりやすい、このバッジを付けていたら「あいサポートを理解しているよ」って
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いうことになる、オレンジリボンを付けていたら「あなたの声を評価しない、何も評価しないで

声を聞きますよ」っていうことになるので、そういう、こう作っていただけたらうれしいなと思

い、質問させていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

青木 委員長／ 

はい、ご意見をいただいたということでいきたいと思います。 

他はよろしいでしょうかね。はい。 

それでは予定については資料 6 の通りですね、この予定でということで確認をいたしました。 

はい。本日予定されていた議事はすべて終了いたしましたので、進行をですね、県の方にお返

しをいたしますのでよろしくお願いします。 

 

松本 副局長／ 

青木先生、委員長、お疲れ様でした。また委員の皆さんも様々に熱心にご意見いただきまして、

ありがとうございました。しっかり今日のご意見をもらいまして、条例の実効性を高めていきた

いと思います。 

それでは本日の審議会をこれで終了いたします。どうぞお気をつけてお帰りください。 

オンラインで参加いただいた委員の皆様も退出していただいて結構ですのでよろしくお願いし

ます。どうもありがとうございました。 

 


